
 

 

 
 

「はぐみ」は子育てとお仕事の両立を応援します。病気のお子さんがゆったりと静養できるように環

境などを配慮していき保護者の方が安心してお仕事に行けるよう温かい保育を心がけています。 

今月号は乳児のうちに多くのお子さんが掛かる「突発性発疹」の原因や対処療法などについて紹介

していきます。 

昭島市病児保育室 4 月のおたより 

はぐみからのおねがい… 

 はぐみの入室は面談時・送迎

時ともに保護者１名でお願いし

ます。また、感染症拡大 

防止策で手指の消毒・ 

検温のご協力をお願 

い致します。 

《利用登録受付中》 

ご利用には、事前の登録が必要です！ 

『子どもが急な発熱、でも仕事は休めない…』 
急な利用に備え、事前に登録して頂くことをお勧めします。 
※登録には電話予約をしてから来てください。 

※必要書類は昭島市のホームページ、または昭島市役所にございます。 

月〜金曜日 10:00〜18:00（祝日、夏期休暇、年末年始を除く） 

０４２-５１９-７８６８（担当：澤田） 

住所：東京都昭島市つつじが丘 2-3-21 児童センターぱれっと南側保育室１F保育室 

突発性発疹とは… 
 3～5日続く高熱と解熱前後に現れる発疹が特徴のウィルス感染症で生後 6か月～2歳までの間

に多くのお子さんが罹患する病気です。季節性のものではなく年間を通しての感染症になります。 

主な症状 

1 突然の高熱（38℃以上）が 4日程度 

2 解熱後もしくは解熱直前に体幹から上肢・頚部などに赤い発疹が出現する 

３ 発疹は 1～2日で消失する 

４ 下痢や不機嫌などの症状がみられることがある 

感染経路 
突発性発疹の多くは両親の唾液から感染

します。3歳以上の人はほとんどがこのウィル

スに感染している為体内に常にいて排出し

ている状態になっています。保育園などに通っ

ている場合はすでに感染した経験のあるお子

さんより感染するというケースもあります。 

※不顕性感染で感染していても発症せずに

終わるケースもあります。 

治療方法 
突発性発疹の場合は特効薬などはない

ため対処療法になります。発熱時などには

解熱剤を使用するなどしましょう。 

 注意すべき点は熱性けいれんや脳炎など

の合併症を引き起こすことがあるのでお

子さんの体調を注意深く観察し必要に応

じて医療機関を再受診し自分の判断で対

応しないようにしましょう。 


